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長岡市地域コミュニティ事業補助金

事 業 実 施 報 告 書

事業名 魅力ある集落づくり事業

事 業 の

内  容

【目的】

集落内にある地域資源を活用した遊歩道を整備し、案内看板等を設置する。

共同作業により実施することと、子由Ьから高齢者までが参加することにより集落の

交流を更に高め、集落活性化を図ることを目的とする。

【内容】

・高森城跡周辺の遊歩道整備と案内看板などの設置

・高森城跡のパンフレットの作成

秋まつり(収穫感謝祭)実施に伴い、前夜祭にてレクリェーションと竹灯籠の実施

,炊き出し訓練と、地区に伝わる伝統料理講習会

詳細については、別紙の魅力ある集落づくり事業実施報告のとおり

事業の実

施 による

効果

集落内に埋もれていた史跡を後世に残すことができ、整備された遊歩道を地区内

外に発信し、交流が期待される。また、竹灯籠作りや遊歩道の整備など共同作業を

実施したことにより、集落の一体化と活性化が図られた。

今 後 の

課  題

整備された高森城跡周辺の遊歩道のPRと維持管理の体制を検討する。

(注)記 入内容が多くなる場合は、適宜ページを増やしてください。



別紙

魅力ある集落づくり事業実施報告

平成20年5月18日 (日)(参加者 :70名 )

・両高集落臨時総会にて、事業の取り組みについて協議をし、実施することで承認さ

れる。

平成20年6月28日 (上)(参加者 :15名 )

・両高集落役員及びエヨ保内両高の皆さんと有志にて、事業の実施検討会を行い

代表者 (世話人)の選定をした。

代表者……両高集落区長

平成20年7月13日 (日)(参力『者 : 17名)

・活動内容 (イベントの担当)と詳細な予算についての検討会

①高森城跡を中心とした遊歩道の整備について(担当:小黒勇)

②史跡の案内看板について(担当:小林博)

③秋まつりの前夜祭に行なう竹灯籠の準備について(担当3阿部甚一郎)

④料理講習会及び秋まつりに行なうイベントについて(担当:役員全員)

以上、子ども会・老大会。エコ保内両高等の地区内各団体の協力を得て集落

内全体の事業として進めることで確認した。

平成20年7月27日 (日)(参加者: 14名)

・遊歩道の整備の実施 (一回目)

老大会が、革刈機・チェーンノウなどにより、遊歩道の草刈や雑木などの整備を

実施。

平成20年8月9日 (日)(参力8者: 120名)

・炊き出し訓練と遊歩道整備 (二回目)の実施

ここ数年の間に連続して起こった地震により甚大な被害となつたことを教訓に、い

つ災害がきても対応できるようにと、まずは、炊き出し訓練を実施した。

女性は、屋外にて、かまどを使つて米を炊く方法を、老大会が若い人達に教えた。

また、男性は、遊歩道の整備を行い、お昼には、かまどで炊いたおにぎりを皆で試

食し、集落の裏出に位置する高森城跡についての説明会も行なった。

年後からは、集落センターの改築に係る上棟式が行なわれて、もちやお菓子をま

いて祝い、夕方には、納涼大会を行い集落のコミュニケーションを図るなど、盛りだく

さんの一 日であつた。



平成20年10月4日 (上)(参加者 ,28名 )

,竹灯徳の準備と遊歩道整備及び史跡案内看板の設置

秋まつりの前夜祭に行なわれる竹灯能の準備のため、約500本の竹灯徳を作成し

た。また、集落の裏山に位置する高森城跡周辺の遊歩道の案内看板や史跡説明看

板の設置作業を行なつた。

平成20年 10月11日 (土)(参加者 :60名 )

・秋まつり前夜祭にて、各班対抗の輪投げ大会と竹灯籠の実施。

5班に分かれて、班対抗の輸投げ大会を実施。大人も子どもも皆いつしょになつて、

楽しいひと時を過ごした。特に賞品は設けなかつたが、優勝した3班には、皆さんから、

盛大なお祝いの拍手が贈られた。

また、竹灯能の準備では、子ども会や老大会が行ない、18:00頃 皆で点火した。

当日は、あいにく風が強くて大変であつたが、それでも集落内を竹灯籠で埋め尽くし、

幻想的な世界を心行くまで堪能することができた。

平成20年 10月12日 (日)(参加者 : 130名)

・秋まつり(収穫感謝祭)と集落センター竣工式の実施。

秋晴れの下、秋まつり(収穫感謝祭)と集落センターの増築工事の完成による竣工

式が行なわれた。子どもによる「みこし」で幕を開け、午前中は竣工式も行なわれ、お

昼には地域に伝わる伝統料理を講習し、懇規会。午後からは、餅つき大会と楽しい

一 日を過ごした。

平成20年 11月30日 (日)(参加者: 12名)

・そば打ち大会と高森城跡周辺の散策についての打ち合わせ

12月21日 (日)に実施古午前中はそば打ち大会、午後からは、高森城跡周辺の散

策を実施することに決定する。

平成20年 12月21日 (日)(参加者 :75名 )

。そば打ち大会と高森城跡周辺の散策を実施。

12月と思えないほど晴れた温かい日となつた日曜 日、集落にて収穫したそばを使

って「そば打ち大会Jを開催した。レシピを見ながら、皆真剣に取り組み、自分達で作

つたそばをおいしそうに食べていた。年後からは、史跡の案内表示をした高森城跡周

辺の散策をして、事業の完了を確認し合った。
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懸力ある集落づくり事業実行委員会

【お問い合せ】畏RI市面高

tF占 9258712338
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